
5 月 15 日（木） アルディージャサッカー教室（4・5 歳） 

5 月 16 日（金） ※内科検診（全クラス）12:30～ 

5 月 20 日（火）お弁当の日（4.5 歳） 

5 月 27 日（火） 誕生会 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年度が始まってから１ヶ月が経ち、進級・新入のお友だちもそれぞれ園での生活に慣れてきたよう

ですね。「保育園での楽しい事」が増えていってくれているのかなと、こちらも嬉しくなります。 

子ども達だけでなく、エントランスもにぎやかになってきました。ぞう組さんはそら豆を収穫し、絵

本の世界を実際に触れる事が出来たようです。（絵本の中にはなかったたくさんのアブラムシに少々圧

倒されますが…）カブやラディッシュはまだ収穫前にもかかわらず、あおむし発見！「悲しすぎる」と

落段の声が聞かれたかと思えば、グレープフルーツの木にやってきたあおむしには「やったー」と喜び

の声！「納得がいかない！」と、あおむしの声が聞こえてきそうです。 

そして、みんなが楽しみにしていたイチゴも初収穫 ఌఎఏ赤くなる前から、何人もの子ども達から「どう

やって食べるか」の相談が持ち掛けられていましたが、給食室で、うす～くスライスしてもらい、幼児

組のみんなでいただきました。見た目よりもすっぱかったようですが、子ども達は「甘～い笑顔」満開

でした。 

今後は夏野菜の栽培も始まり、楽しみはどんどん増えていきますね。飼育や栽培を通してたくさんの

事を感じ、学んでいく子ども達です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大宮すこやか保育園 2025 年５月１日発行 

６月の行事予定 ５月の行事予定 

 

お知らせ 

・毎月の園だよりと献立表は大宮すこやか保育園のホームページとルクミーに掲載いたします。 

https://anshinkai-gr.jp/anshinkai/omiyasukoyaka 

 

そのお知らせ事項等、ルクミーにてお伝えしますので、随時ご確認をお願いいたします。 

 

６月 ７日(土)) うさぎ組 懇談会 

６月 14 日(土)  りす組  懇談会 

６月２１日(土)  ひよこ組 懇談会 

６月２４日(火) 誕生会(全クラス) 

 

歯科検診：決まり次第お知らせします。 

内科検診について 

なるべくお休みされませんようお願い致します。 

今年度より園医が変更となった為、当日受診できな

かった場合は、後日、保護者の方に園医(松崎クリニ

ック：北袋町 2-400-2)まで連れて行っていただ

きますので、よろしくお願い致します。 



 

 

 

  

くらすより 

入園してから 1 ヶ月が経ちました。 

保護者の方のご協力のおかげで慣らし保育もゆったりと進めることが出来ました。 

お子さんの泣き声に不安も多かったと思いますが、少しずつ 

慣れて笑顔が増えてきて大変嬉しく感じます。散歩に行くのが大好きで避難車に乗ったり、 

おんぶをしたりすると楽しそうにしている姿がとても可愛らしいです。 

散歩先ではボール遊び、砂や石に触れてみたり、電車や車を眺めてみたりと公園内を 

探索しながら遊んでいます。外の風が心地よい季節なので、 

引き続きたくさん散歩に行きたいと思います。 

室内遊びでは、音のなるおもちゃで遊んだり、ボール遊びをしたりしています。 

保育者が絵本や歌を歌うと、「あ～！」「お～！」と声を上げ喜んでくれます。 

食事の準備をしていると、お腹がすいて泣いている子達もご飯やミルクの時間だと 

分かるようでニコニコになります。自ら食材やミルクに手を伸ばしたくさん食べて、 

たくさんミルクを飲んでくれます！ 

5 月も水分補給をしっかりとり体調をよく見ながら、たくさん遊んでいきたいと思います。 

 

新しい環境にも少しずつ慣れ、自分達の好きな遊びを見つけて楽しむ姿が見られるようにな

ってきました。友だちやお兄さん、お姉さんのやる事にも興味津々でじーと 

見ては真似をしてポックリに挑戦したり、砂でアイスやケーキ、山などを作ったり 

探索活動をしたりと楽しんでいます。 

年上の児と一緒に散歩に行ったり、遊んだりする時間も増やしていけたらと思っています。 

りす組さんは歌やおしゃべりが大好きで、一生懸命伝えようとする姿がとても可愛らしく、 

絵本のフレーズをよく真似しています。 

今、子ども達に人気な絵本は「だるまさんシリーズ」と「あっぷっぷ」です♪ 

その時の表情がとても良いのでお家でも一緒にやってみてください。 

 

新緑の季節で風が気持ちよい季節になってきましたので、たくさんお散歩に出かけて 

子ども達と色々な発見を楽しんでいきたいと思います。 

 

ひよこ組 

りす組 



 

  

新年度がスタートして早くも一ヶ月が経ちました。 

新しいお友だちも入園して最初は緊張気味だった子ども達も 

今ではすっかり笑顔が見られるようになりました。 

 

天気が良い日にお散歩に出かけて何をするのかと思うと、みんな木の下にしゃがんで虫

探しに夢中なぱんだ組さん！ダンゴムシを見つけると「いたー！」と嬉しそうに教えて

くれてみんなで肩を並べて目をキラキラさせながら観察しています。 

「このダンゴムシおおきいねー！」「こっちの子は小さいから赤ちゃんかな～？」と 

創造を膨らませながら観察している様子が微笑ましいです。 

 

また、お部屋遊びではパズルに興味津々で一人で黙々と行っている様子もあれば、 

お友だちと「これここだよね！」と協力しながら完成させています。 

一つのパズルが完成しても「次違うのやるー！」と積極的に取り組んでいます。 

これから暑くなっていきますが、こまめに水分補給をするなど 

体調面に気を付けていきたいと思います。 

 

暖かい日差しの中、汗ばむくらい戸外遊びを楽しんでいる子ども達。 

 

あっという間に、一か月が経ちました。最近は、ごっこ遊びの中でも赤ちゃんごっこが

大ブーム！なぜか、お母さん役はあまり人気がなく「先生がやってよ」と言って 

たくさんの赤ちゃんがお部屋の中で「ばぶばぶ」ハイハイしています。 

子ども同士の関わりも増えて、「朝ですよ」「ご飯ですよ」「寝る時間ですよ」など、 

自分達の中で設定を考えて遊んでいる姿に成長を感じますね！ 

また、外遊びでも“むっくりくまさん”という簡単な鬼ごっこを一緒にやってみると、 

しっかりルールが分かり逃げる人と、追いかけるくまさん役に分かれて楽しむ様子が 

あります。まだまだ、誰がくまさん役をやるのかで、思い通りにならないと、泣いて 

しまったり、怒ってしまう様子もありますが、譲ってあげる優しい気持ちや、 

一緒にやろうなど、気持ちに折り合いを付けて遊ぶ姿も見られています。 

引き続き子どもたち同士の関わりを大切に、みんなで過ごす楽しい気持ちが 

味わえるように、保育していきますね！ 

 

うさぎ組 

ぱんだ組 



 

 

 

新年度がスタートして一ヶ月が経ちました。 

新しい環境にも慣れ元気に過ごしている子ども達。暖かく過ごしやすい日も増え 

戸外へ出ると、走って体を動かしたり身近な自然に触れたりして楽しんでいます。 

特に大好きな虫や花を探し集めることに夢中！ 

公園に行くと「虫を探そう」と言ってダンゴムシやテントウムシ、幼虫探しが始まります。 

虫を見つけると友だち同士で声を掛け合い「ここにいるよ」「○〇虫見つけた」と教え合い

捕まえた、見つけた喜びを共有していましたよ。 

「一緒に探そう」と言って友だちと協力して探している姿も見られています。 

 

お花探しでは、「きれいなお花あるかな」「ピンクのお花探す」と言って 

真剣に探している子ども達。見つけると嬉しそうに持って行っている袋に入れて 

「お花見つけた」と見せてくれます。 

持ち帰った花は、押し花にしてキーホルダーを作ることが出来て喜んでいましたよ。 

 

虫もお花も真剣な表情で探している姿が見られ、夢中になる事は素敵なことだなと 

感じました。今月も暑さや体調に気を付けながら戸外に出て、自然に触れたり、子ども達が

夢中になれることを、一緒に遊びながら探していきたいと思います。 

 

優しく暖かな陽の光の中で、元気いっぱいに遊ぶ子ども達。 

 

お外では桜やタンポポ、サイネリア等を集めてキーホルダー作りや、エントランスにある 

お花を使って髪飾り、冠作りをしています。 

また、ダンゴムシをお部屋に持っていきたいという声から飼育することに！隠れ家を作った方が 

いいという意見からジョアの容器を入れたり、葉っぱを入れたり。収穫したそら豆のベットを 

入れてあげると、次の日には数匹のダンゴムシが乗っていて大喜びの子ども達でした☆ 

こいのぼり製作ではきりん組さんと協力して、中チームと外チームに分かれて行いました。 

中チームでは小さい子が遊べるようにトンネルにし、トンネル内には沢山の魚を飾っていました。

外チームは家族こいのぼりを作り濡れても大丈夫な素材を考えながら作っていました！ 

両チームとも実際にこいのぼりを飾りみんなに見てもらって、とても嬉しそうでした。 

製作を通して自分の考えを相手に伝えることがとても増え、ぞう組の中でも一つの事を 

みんなで考える機会が多くあります！ 

 

今後も子ども達の思いを共有していきつつも、自分の思いを伝えていく中で 

相手の思いにも気付いていけるよう配慮していきたいと思います。 

 

きりん組 

ぞう組 


